
出口小児科医院は、昭和41年に前院長の出口雅経が『出口小児科医院』を開設し、その後、平成18年に現院長 出口貴美子が
継代し、ここ大村市で小児科診療を中心に、地域医療に従事して参りました。 令和の時代に入り多様な社会へと変わる中、
より良い医療を目指し、新たな取り組みとして、松平宗典医師、久野高大医師を迎え、体制をリニューアル致します。

コロナパンデミック以来、医療現場ではマスクが外せない世の中になりましたが、これまで通り当院のモットーである
“笑顔でコミュニケーション”を心がけ、皆様との信頼関係を築き、地域医療に貢献できるよう職員一同努力して参りますので、
今後ともよろしくお願い申し上げます。
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